
「前立腺生検パス」     　　　 病棟　　　　　　号室
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

＊患者さんには、クリニカルパスに基づいた医療を行います 説明日：　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

検査前日まで 検査当日（　　　月　　　　日） 検査後

目標
・検査について理解している

・全身状態に問題がなく、検査を受けられる
・排尿状態に問題がない

食事

内服

★血液をサラサラにする薬は

・ 　         月   　　日から

　　中止してください

★痔のある患者さんは、

　 必要時、痔の治療薬を

   使用していただきます

★朝から（　　　　　　）抗菌薬を

　 服用してください

★就前に（プルゼニド）下剤を

　 服用してください
・抗菌薬は指示通り服用してください

★検査後止血剤の内服や点滴をすることがあります

★抗菌薬は飲み切ってください

清潔 ・入浴またはシャワー浴
★検査当日は、シャワー浴としてください

　検査翌日に問題なければ、通常通り入浴できます

★検査で前立腺を診やすくするために尿は貯めた状態にしてください

★検温、体調確認をします

★検査前に、抗菌薬の点滴を開始します
★検査後に、初めての尿をコップに取ってもらいます

   特に出血、血圧や体温などに問題がなければ点滴は抜きます

説明

★同意書は必ずご持参ください

★楽な服装で来院してください

　

＊患者さんの状態により、スケジュール内容が多少異なる場合があります。経過についてはその都度、個別に説明いたします         　   　　　　　 　東京女子医科大学附属足立医療センター　　2024年2月改訂　第2版

検査

処置

治療

(点滴)
★看護師と一緒に、検査をする部屋へ移動します

★下着を脱ぎ内診台へ上がります

★自動血圧計を装着します

★肛門に麻酔のゼリーを入れます。口で呼吸してください

★肛門から直計2.5ｃｍ超音波の器具を挿入します

★超音波下で組織を取ります。その時に大きな音がします

★検査は大きさの測定、組織の採集、止血を含め約２０分程度かかります

★終了後は念のために肛門にパットを充てます

・制限はありません

【検査後の注意点】

★検査後、尿に血が混ざることがあります。水分を多くとってください

★検査後１週間は、自転車やバイクに乗ることなど肛門周囲をうっ滞させるような

　 体勢は控えてください

★精液や便に血液が混ざることがありますが、自然に改善します

★検査後当日は、激しい運動や過度の飲酒は控えてください

★次回外来受診は予約日を確認し、受診をしてください

【次回受診までに…】

★38度以上の熱が続く、尿が出ない、寒気がある、肛門から血の塊がボタボタ

　出る、などの症状がある時は電話で受診相談をしてください


